関係各位

2013年7月30日

子どもの権利条約フォーラム2013実行委員会　委員長

　喜多明人(子どもの権利条約ネットワーク代表)
　平素は活動にご理解とご協力いただき感謝いたします。

　「子どもの権利条約フォーラム」(以下、フォーラム)は、1993年から毎年、全国各地で開催しています。フォーラムを通して、「子どもの権利条約」(以下、条約)の実施・普及や子ども支援にとりくむ個人・NGO／NPOなど団体の交流、自治体との協力・連携をすすめています。20回目となった昨年(2012年)は名古屋市で行い、2日間で全国から500名を超える参加がありました。
21回目となります今年は、東京での開催(2013年11月16日(土)・17日(日)／国立オリンピック記念青少年総合センター・渋谷区)に向けて、現在、実行委員会で準備を始めております。条約を普及・推進するためには、多様な世代が関わることが不可欠であり、子ども・若者参加についても、これまでの蓄積をもとにして積極的に取り組んでいきたいと考えています。また、2014年が条約国内発効20周年という節目でもあり、今年のフォーラムは、2014年に向けて連続性があるよう、丁寧に取り組んでいきたいと考えております。
そこで、子どもの権利条約フォーラムを開催にするにあたり、「子どもの権利」に関して活動されている皆様に、フォーラムの企画内容について御提案いただきたく、先日、企画提案をお願いしましたところ、17の提案が届きました。ありがとうございました。提案いただいた17の企画を踏まえ、さらに内容を充実させていきたいと考えており、再度、下記提案(第2次)の御案内申し上げます(第1次の企画提案については別紙参照)。
分科会の提案だけではなく、全体会で行いたいこと、展示や2日間を通してのプログラム、前日(11/15)の企画など、御提案いただければ幸いです。なお過去において似た内容やテーマの企画が複数提案されたこともありました。皆様からの御提案を基にして実行委員会で企画内容を検討させていただき、再度、企画内容についての調整をお願いさせていただきますので、その点、あらかじめご了承ください。
次回実行委員会に向けての企画集約の関係上、誠に申し訳ありませんが、8月18日(日)午後8時までに、以下の企画提案書に必要事項を記載の上、御提案いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。
提出期限：8月18日(日)午後8時
提出先：子どもの権利条約ネットワーク　info@ncrc.jp　TEL＆FAX：03-3724-5650 (木曜日11～16時)
================================================================================================
子どもの権利条約フォーラム2013企画提案書【第2次】
	企画名称
	

	趣旨・内容
	

	子どもの権利条約との関係性
	※関係する
条文など

	企画概略
	希望形態
	全体会　・　分科会　・　展示　・　会場イベント

	
	対象・年代
	
	対象人数
	

	
	形式
	講義・シンポ・ワークショップ・他(　　　　　)
	所要時間
	

	
	使用機材
	

	
	その他

講師等
	

	団体名(複数可)
	
	担当者
	

	連　絡　先
	〒

	
	電話
	
	携帯電話
	

	
	E-mail
	


※複数の御提案をされる際は、1つの企画ごとに1枚の提案書を御提出下さい
※問合せ先：フォーラム2013実行委員会事務局(林　090-1991-7458  dhayashi1976@gmail.com)
※企画提案(第1次)された企画名および内容に関するコメント
子どもの権利条約フォーラム2013への企画提案(第1次)、ありがとうございました。以下のように17の企画提案がされたことをうけ、先日、幹事会で意見交換を行いました。

【提案された企画タイトル】(番号は、事務局側でランダムに割り当てています)

1:おとなと子どもの異文化体験～それは決めつけではないですか？～

2:子どもの権利を侵害する体罰容認の社会を変えよう!

3:子どもの権利とふくしま＆世界の子どもたち

4:なぜ“子どもの権利”を明確にする必要があるのか

5:“子ども専用”の取り組みから見える子どもの権利の今、そしてこれから

6:子どもの特別に大切な権利“安心・自信・自由”

7:とやま子ども権利条約ネット子ども実行委員発表会

8:開催県サミット

9:不登校を経験した私たちの今

10:知って、考え、語ろう！不登校の子どもの権利宣言

11:子ども・若者たちによる表現

12:世界の貧困をなくすために私たちにできることを考えよう

13:未来の有権者の声を、政治（おとな社会）に届けるには

14:映像で知る　国内外の子ども権利条約

15:家庭で育つ子ども達による展示会

16:「子どもの声を聞かせて下さい―子どものけんりのかるたをつくろう！」

17:いじめ防止対策推進法と子ども権利条約

【提案された企画に対する幹事会の議論から】

・3は「おとな対象」、7は「子ども世代対象」の企画として、1日目の全体会などで実施してはどうか
・4と5は、一緒にできるのではないか

・8は、20周年に向けた実務者会議として、フォーラム前日(金曜の夜)などに実施してはどうか

・9は、フリースクールだけでなく学校外のオルタナティブな場も巻き込むと面白いのでは

・10は、「不登校の」権利宣言だけではなく、いろいろな権利宣言があっていいのでは(「障がい者の」「性的マイノリティの」「○○市子ども権利宣言」など)

・11は、オープニングや、企画の合間など

・12は、複数の国際系NPOが協働で運営してはどうか

・14は、タイムテーブルを作って、一日中、上映会を行ってはどうか

・15は、全体会の会場や、特定の部屋での展示だけではなく、分科会の会場で数点ずつ展示をしてもいい

【今後に向けて】

・提案いただいた企画については、さらに充実させていきたい

　今回、提案いただいた企画を踏まえ、違う視点からの提案や、フォローできていない分野の企画など、より充実していくために、さらに、企画を募る

・第1次において提案いただいた団体も、再度、企画提案可能
※8月１９日(月)の幹事会、8月22日(木)の実行委員会にて第１次企画提案、第２次企画提案について議論いたします。
